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令和7年7月17日

審 査 事 項

適 用 条 文

申 請 者 住 所 ・ 氏 名

敷 地 の 地 名 地 番

申 請 理 由

敷 地 面 積

用 途

建 築 面 積

延 べ 面 積

構 造

階 数

各 区 域 ・ 地 域

敷 地 の 周 辺 状 況

道 路 状 況

法第48条第1項ただし
書

岡山県建築審査会審査事項

鉄骨造

１階

自動車車庫

68.33㎡

68.33㎡

法第48条第１項ただし書（用途地域制限のただし書許可）

赤磐市沼田900番38
芳賀　主吉

赤磐市沼田900番30

車庫建築予定地から道路を隔てた敷地の西側に自宅(成人４人家族)を所有しており、自宅
建築当初は駐車場の計画は無かったが、家族構成の変化や長男の成長などにより現在は
自家用車が３台に増え、自宅敷地内は土地の高低差の理由から車庫の建築が難しいため、
購入した道路を隔てた敷地(申請地)に自動車車庫の建築を計画するもの。
建築物の位置、規模及び構造等について良好な居住環境の確保に配慮した計画とし、法
第48条第1項ただし書の許可申請を行うものである。

237.29㎡

第一種低層住居専用地域内に単独の自動車車庫を建築することについて

申　請　建　築　物

周　辺　状　況

申　請　を　認　め　る　理　由

建　築　審　査　会　の　意　見

別添議事録のとおり

低層住宅が建ち並ぶ高陽台団地内

敷地の南東及び南西側に幅員６ｍ前後の市道（団地内道路）に接している。南西側は敷地
と道路に２ｍ未満の高低差があり、敷地の方が高くなっているため敷地への出入りは南東側
から行う。

申請建築物である自動車車庫は、周辺居住者が利用するものであり、位置、規模及び構造
等が国が示した許可準則の基準に適合することから、住居の環境を害する恐れが無いと判
断するもの。

都市計画区域内（市街化区域）、法第22条区域
第一種低層住居専用地域（建ぺい率：50％、容積率：100％）

085699
タイプライタ
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関係条文 
 

【建築基準法（抜粋）】 

（用途地域等） 

第四十八条 第一種低層住居専用地域内においては、別表第二（い）項に掲げる建築物以外の建

築物は、建築してはならない。ただし、特定行政庁が第一種低層住居専用地域における良好な

住居の環境を害するおそれがないと認め、又は公益上やむを得ないと認めて許可した場合に

おいては、この限りでない。 

２～14 略 

15 特定行政庁は、前各項のただし書の規定による許可（次項において「特例許可」という。）

をする場合においては、あらかじめ、その許可に利害関係を有する者の出頭を求めて公開によ

り意見を聴取し、かつ、建築審査会の同意を得なければならない。 

16・17 略 

 

【別表第二 用途地域等内の建築物の制限（第四十八条関係）】 

(い) 第一種低

層住居専

用地域内

に建築す

ることが

できる建

築物 

一 住宅 

二 住宅で事務所、店舗その他これらに類する用途を兼ねるもののうち政令で定めるもの 

三 共同住宅、寄宿舎又は下宿 

四 学校（大学、高等専門学校、専修学校及び各種学校を除く。）、図書館その他これらに類す

るもの 

五 神社、寺院、教会その他これらに類するもの 

六 老人ホーム、保育所、福祉ホームその他これらに類するもの 

七 公衆浴場（風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和二十三年法律第百二

十二号）第二条第六項第一号に該当する営業（以下この表において「個室付浴場業」という。）

に係るものを除く。） 

八 診療所 

九 巡査派出所、公衆電話所その他これらに類する政令で定める公益上必要な建築物 

十 前各号の建築物に附属するもの（政令で定めるものを除く。） 

 

【技術的助言（平成２年 11 月 26 日 建設省住街発第 147 号）】 

自動車車庫に係る建築基準法第四八条第一項から第三項までの規定に基づく許可の運用について 

 

第一種住居専用地域、第二種住居専用地域又は住居地域（※）においては、一定規模以上等の自動車車庫を建築

する場合は建築基準法(以下「法」という。)第 48 条第１項から第３項までの規定に基づき特定行政庁の許可が必

要であるが、今般、これらの規定に係る許可の準則を別添のとおり定めたので通知する。 

 

 

 

 

 

 

※平成４年の都市計画法・建築基準法改正（平成５年６月 25 日施行）により用途地域の種類が８種類から 12

種類に変更された。 

第一種住居専用地域 → 第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域 

第二種住居専用地域 → 第一種中高層住居専用地域、第二種中高層住居専用地域 

住居地域      → 第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域 
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自動車車庫に関しては、住居系地域における良好な居住環境を確保するため規制が行われているところであるが、

近年のモータリゼーションの進展、大規模な共同住宅の増加等から、居住者等が利用する自動車車庫が現行の規制

の範囲内では必ずしも十分ではない場合が生じている。こうした場合には、良好な居住環境の確保に配慮しつつ、

位置、規模、構造等が一定の条件に該当する自動車車庫の建築を許可制度の活用により認めることが適切であるこ

とから、今般、自動車車庫に関する許可準則を定め、住居系地域において居住者等が利用する自動車車庫の建築を

促進することとした。 

本通達に基づき許可を行うに当たっては、左記の点に十分留意し、その積極的活用に努められたい。 

記 

１ 本許可準則は自動車車庫に係る法第四八条第一項から第三項までの許可に関する一般的な考え方を示すもの

であるので、建築計画の内容、敷地の位置、敷地の周囲の土地利用の状況、交通の状況、公共施設の整備の状況

等からこれによることが必ずしも適切でないと考えられる場合は、総合的な判断に基づいて弾力的に運用するこ

と。なお、本許可準則は、その掲げる基準に該当しない自動車車庫の許可を禁止する趣旨のものではないこと。 

２ 本許可準則による法第四八条第一項から第三項までの許可については、自動車車庫が住居系地域の居住者の保

有する自動車の保管のため必要であること等に着目して行われることにかんがみ、自動車車庫が他の用途に転用

されることのないよう、長期的・総合的観点から当該自動車車庫の必要性に関し十分検討すること。また、本許

可準則により建築される自動車車庫については、台帳の整備、定期報告の実施等により建築後も引き続きその状

態の把握に努めること。 

３ 本許可準則による許可を行うに際しては、必要に応じ、自動車車庫に関する夜間の自動車の出入りの制限等の

居住環境を確保するための条件を付すこと。 

４ 本許可準則に係る事務の執行に当たっては、その迅速な処理に努めること。 

 

【自動車車庫に係る建築基準法第48条第１項から第３項までの規定に関する許可準則（抜粋）】 

第１ 許可方針 

第一種住居専用地域、第二種住居専用地域又は住居地域において良好な住居の環境の確保を図りつつ、居住者等

が利用する自動車車庫の建築を促進するため、第二の許可基準の１から３までのいずれかに適合し、住居の環境を

害するおそれがないと認められる自動車車庫については、許可制度の積極的活用を図るものとすること。 

第２ 許可基準 

１ 略 

２ 建築物に附属しない独立の自動車車庫にあっては、次に掲げる条件に該当するものであること。 

(1) 当該自動車車庫の床面積の合計及び階が、用途地域に応じて次に掲げるところによること。 

イ 第一種住居専用地域にあっては、床面積の合計が三〇〇m2 以下であり、かつ、一階以下の部分にあるこ

と。 

ロ 第二種住居専用地域にあっては、床面積の合計が一、五〇〇m2 以下であり、かつ、二階以下の部分にあ

ること。 

ハ 住居地域にあっては、床面積の合計が一、五〇〇m2 以下であり、かつ、三階以下の部分にあること。 

(2) 当該自動車車庫の敷地の周囲における自動車車庫の設置状況その他の土地利用の状況、交通の状況、周辺

の道路の整備状況等から判断して当該規模の自動車車庫の確保が必要であると認められること。 

(3) 当該自動車車庫の敷地の周辺の居住者が保有する自動車の保管の目的で利用されることが確実であると認

められること。 

(4) 当該自動車車庫の敷地の位置及び道路との関係、構造等が次の条件に該当すること。 

イ 騒音 

周囲に対する騒音の低減を図るため、敷地内の建築物の配置を踏まえた適切な配置、地階への設置等を

行うこと。これらの対応が困難な場合にあっては、遮音壁の設置等を行うこと。 
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ロ ライトグレア 

光が周囲の建築物に頻繁に当たることのないようにするため、敷地内の建築物の配置を踏まえた適切な

配置、地階への設置等を行うこと。これらの対応が困難な場合にあっては、植栽、目かくし板の設置等を行

うこと。 

ハ 排気ガス 

排気ガスを排出するための換気孔等を設ける場合には、適切な位置に換気孔を設置する等により、周囲

に害を及ぼさないよう配慮すること。これらの対応が困難な場合にあっては、植栽、塀の設置等を行うこ

と。 

ニ 接道条件 

1) 出入口は、交差点の近接部、急勾配の道路、バス停の近接部等自動車の出入りが道路交通の支障とな

る場所又は自動車の出入りが困難な場所に設けないこととし、極力周囲の居住環境や道路交通に対する

影響が少ない場所に設けること。 

2) 自動車車庫の規模、自動車の出入りの頻度の相違に応じ、適切な幅員の道路に接すること。 

3) 自動車車庫と道路との間には、自動車が停車又は転回することができるとともに、自動車車庫に出入

りする自動車から前面道路の通行の見通しができるようにするため、適切な空地の確保等を図ること。 

ホ その他 

自動車車庫の形態及び意匠は周囲の居住環境と調和するものとなるよう指導すること。 

３ 略 

第３ 略 
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敷地周辺・敷地出入口見通し写真
写真Ａ

写真Ｂ

写真Ｃ

見通し写真①

見通し写真②

見通し写真③
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現況写真

車庫設置後イメージ
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建築基準法第 48 条第 15 項の規定に基づく 

公開による意見の聴取結果 
 
１ 利害関係者 
  許可に係る建築物の敷地の外周およそ 50ｍの範囲 
 
２ 公聴会開催の周知方法 
  ・岡山県公報に掲載 
  ・右図の範囲の住宅に開催案内をポストイン 
 
３ 公聴会の開催日時及び場所 
（１）開催日時 
   令和７年７月３日（木） 

午後１時 30 分〜午後２時 00 分 
（２）開催場所 
   赤磐市役所 本庁舎２階大会議室 
 
４ 公聴会参加人数 
  ４人（申請者含む） 
 
５ 公聴会で頂いた意見 
  ・団地内は路上駐車が多く、車庫を設けることは賛成 
  ・建築物の配置について北側隣地境界から１ｍ離しているが、もう少し離して欲しい。 
   →北側隣地境界から建築物までの距離を１ｍから 1.5ｍに広げるように対応 

 

【公聴会の開催案内を配布した範囲（緑の範囲）】 

11



自動車車庫に係る建築基準法第48条第１項から第３項までの規定に関する許可準則

建築物に付属しない独立の自動車車庫に係る許可基準及び対応

（１）当該自動車車庫の床面積の合計及び階が、用途に応じて次にあげるところによること

１）第一種低層住居専用地域（旧第一種住居専用地域）にあっては床面積の合計300㎡以下か
つ一階以下の部分にあること

（２）当該車庫の敷地の周辺における自動車車庫の設置状況その他の土地利用の状況、交通の
状況、周囲の道路の整備状況から判断して当該規模の自動車車庫の確保が必要であると認められ
ること

〇最寄りのスーパーが約３㎞離れたところにあり、団地が高い所にあるため、車の利用が不可
欠である。
〇公共交通機関は400ｍ⻄にバス停があるが、バスの運⾏も１時間に1本程度であり、バス利
用のみの日常の生活は困難である。
〇申請者宅が所有している自家用車は、申請者が１台、両親が１台、子が１台の計３台であ
る。
〇傾斜地に団地があるため、道路と敷地に高低差があり、１〜２台の駐車場しか確保できてい
ない敷地が多い。

〇延床面積68.33㎡、鉄骨平家建て

（３）当該自動車車庫の敷地の周辺の居住者が保有する自動車の保管の目的で利用されることが
確実であると認められること

〇申請者が通勤、買い物に使用している自家用車３台を保管するための車庫である

（４）当該自動車車庫の敷地の位置及び道路との関係、構造等が次の条件に該当すること。

１）騒音
周囲に対する騒音の低減を図るため、敷地内の建造物の配置を踏まえた適切な配置、地階への
設置等を⾏うこと。これらの対応が困難な場合にあっては、遮音壁の設置等を⾏うこと

〇屋根及び柱のみで構成するカーポートタイプではなく、壁を有する自動車車庫とし隣地境
界線から１ｍほど離して計画することで騒音減衰を図る。
〇通勤に使用する２台の車の使用時間は、通常７時から19時程度、買い物に使用する１台は
昼間の使用であり、駐車する車種も一般的な自家用車であることから、基本的に早朝・深夜
等に住宅地における想定外の騒音を発生することは無い。
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(ハ)自動車車庫と道路の間には、自動車が停車又は転回することができるとともに、自動車
車庫に出入りする自動車から前面道路の通⾏の見通しができるようにするため、適切な空地
の確保等を図ること。

〇色は、屋根周りはシャドーグレー(少し濃い目のグレー)、壁はミストグレー(薄めのグレー)
にしており、形状は、屋根勾配も緩く、最高高さ3.16ｍのスタンダードな車庫形状とし、周囲
に調和させている。(車庫設置イメージ写真参照)

〇設置予定地の北⻄側、北東側に隣地住宅がありますが、その⽅向に車庫を設置すること
で、出庫時、退庫時ともにヘッドライトなどが直接隣地住宅にあたることを防ぎ、壁として
の役割を果たすことができる。(配置図参照)

（５）その他
自動車車庫の形態及び意匠は周囲の環境等に調和するものとなるよう指導すること。

〇各自家用車の使用頻度は1日１回程度であり⻑時間排気することは無い。
〇車のスタート時は車庫内の排気であり、自動車車庫には換気扇を設けず、下⽅を向いた
フードのみを設けることにより、車庫内の排気ガスが隣接住⼾に直接当たるのを緩和してい
る。

〇出入口は、交差点の近接部、急勾配の道路、バス停等の近接部自動車の出入りが道路交
通の支障となる場所または困難な場所に設けていない。(配置図・写真参照)

〇各自家用車の使用頻度は1日１回程度であり、幅員は5.9ｍの適切な幅員の道路に接して
いる。

〇自動車車庫と道路の間には、自動車が停車又は転回することができるスペースを確保し
ている。(配置図参照)
〇また、自動車車庫に出入りする自動車から前面道路の通⾏の見通しに問題ない。（見通
し写真参照）

２）ライトグレア
光が周囲の建物に頻繁に当たることのないようにするため、敷地内の建物の配置を踏まえた適
切な配置、地階への設置等を⾏うこと。これらの対応が困難な場合にあっては、植栽、目隠し
板の設置を⾏うこと。

３）排気ガス 排気ガスを排出するための換気孔等を設ける場合には、適切な位置に換気孔を
設置することにより、周囲に害を及ぼさないようにすること。これらの対応が困難な場合に
あっては、植栽、塀の設置等を⾏うこと。

４）接道条件

(イ)出入口は、交差点の近接部、急勾配の道路、バス停等の近接部自動車の出入りが道路交
通の支障となる場所または困難な場所に設けないこととし、極力周囲の居住環境や道路交通
に対する影響が少ない場所に設けること。

(ロ)自動車車庫の規模、自動車の出入りの頻度の相違に応じ、適切な幅員の道路に接するこ
と。
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令和7年7月17日

審 査 事 項

適 用 条 文

申 請 者 住 所 ・ 氏 名

敷 地 の 地 名 地 番

申 請 理 由

敷 地 面 積

用 途

建 築 面 積

延 べ 面 積

構 造

階 数

各 区 域 ・ 地 域

敷 地 の 周 辺 状 況

道 路 状 況

法第48条第５項ただし
書

岡山県建築審査会審査事項

木造

１階

保育所型認定こども園

2,219.49㎡

1,980.25㎡

法第48条第５項ただし書（用途地域制限のただし書許可）

真庭市久世2927-2　　真庭市長　太田　昇

真庭市中島143番地27の一部、中島143番地36、惣260番地1

　真庭市では、少子化の進行、就労形態の多様化、保護者の子育てに対する意識の変化
などにより、保育ニーズの多様化が進んでおり、また、既存保育園の老朽化等の課題を解
消するため、老朽化した２園の機能を集約した久世第二こども園（仮称）を整備する必要が
ある。
　また、現在、小中学生を基本とした共同調理場から給食を搬送している認定こども園が２
園あり、新たに整備する認定こども園内に園児用の共同調理場を設けることで、この２園にも
園児に適した献立の計画・調理が行えるように計画する。
　建築用地については、平成28年度から検討してきたが敷地面積及び通園距離等につい
て適地が見つからない中、令和5年度末で閉校する真庭高校久世校地の跡地利用を真庭
市で検討することになり、共同調理場の建築に許可を要する第一種住居地域ではあるが、
他の用地選定項目を満足する真庭高校久世校地跡地の一部を建築用地として選定したも
の。
　建築物の設計に当たって、第一種住居地域の良好な居住環境の確保に配慮した計画と
し、今回、法第48条第5項ただし書の許可申請を行うものである。

7,764.43㎡

第一種住居地域内に共同調理場の機能を有する認定こども園を建築することについて

申　請　建　築　物

周　辺　状　況

申　請　を　認　め　る　理　由

建　築　審　査　会　の　意　見

別添議事録のとおり

敷地西側は国道313号線沿いに低層の事務所や店舗等が立ち並んでおり、北側は旧真庭
高校久世校地である。また、敷地の南側は市道を挟んで一戸建て住宅や材木置き場があ
り、東側は未利用地である。

敷地南側は、歩道を含めて幅員11.6ｍの真庭市道高校南線に面しており、敷地への出入り
も当該道路から行う。

申請建築物である共同調理場の機能を有する認定こども園は、共同調理場部分の規模、騒
音・臭気対策及び交通安全対策等により、第一種住居地域における住居の環境を害する恐
れが無いと判断するもの。

都市計画区域内（非線引き）、法第22条区域
第一種住居地域（建ぺい率：60％、容積率：200％）

085699
タイプライタ
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関係条文 
 

【建築基準法（抜粋）】 

（用途地域等） 

第四十八条  

１～４ 略 

５ 第一種住居地域内においては、別表第二（ほ）項に掲げる建築物は、建築してはならない。

ただし、特定行政庁が第一種住居地域における住居の環境を害するおそれがないと認め、又は

公益上やむを得ないと認めて許可した場合においては、この限りでない。 

６～14 略 

15 特定行政庁は、前各項のただし書の規定による許可（次項において「特例許可」という。）

をする場合においては、あらかじめ、その許可に利害関係を有する者の出頭を求めて公開によ

り意見を聴取し、かつ、建築審査会の同意を得なければならない。 

16 前項の規定にかかわらず、特定行政庁は、第一号に該当する場合においては同項の規定によ

る意見の聴取及び同意の取得を要せず、第二号に該当する場合においては同項の規定による

同意の取得を要しない。 

一 略 

二 日常生活に必要な政令で定める建築物で、騒音又は振動の発生その他の事象による住居の

環境の悪化を防止するために必要な国土交通省令で定める措置が講じられているものの建

築について特例許可（第一項から第七項までの規定のただし書の規定によるものに限る。）

をする場合 

17 略 

 

【別表第二 用途地域等内の建築物の制限（第四十八条関係）】 

(ほ) 第一種住

居地域内

に建築し

てはなら

ない建築

物 

一 （へ）項第一号から第五号までに掲げるもの 

二 マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所、場外車券売場その他これらに類

するもの 

三 カラオケボックスその他これに類するもの 

四 （は）項に掲げる建築物以外の建築物の用途に供するものでその用途に供する部分の床面

積の合計が三千平方メートルを超えるもの（政令で定めるものを除く。） 

(へ) 第二種住

居地域内

に建築し

てはなら

ない建築

物 

一 （と）項第三号及び第四号並びに（り）項に掲げるもの 

二 原動機を使用する工場で作業場の床面積の合計が五十平方メートルを超えるもの 

三 劇場、映画館、演芸場若しくは観覧場又はナイトクラブその他これに類する政令で定める

もの 

四 自動車車庫で床面積の合計が三百平方メートルを超えるもの又は三階以上の部分にあるも

の（建築物に附属するもので政令で定めるもの又は都市計画として決定されたものを除く。） 

五 倉庫業を営む倉庫 

六 店舗、飲食店、展示場、遊技場、勝馬投票券発売所、場外車券売場その他これらに類する用

途で政令で定めるものに供する建築物でその用途に供する部分の床面積の合計が一万平方メ

ートルを超えるもの 
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【建築基準法施行令（抜粋）】 

（用途地域の制限に適合しない建築物の増築等の許可に当たり意見の聴取等を要しない場合等） 

第百三十条  

１ 略 

２ 法第四十八条第十六項第二号の政令で定める建築物は、次に掲げるものとする。 

一 日用品の販売を主たる目的とする店舗で第一種低層住居専用地域又は第二種低層住居専用

地域内にあるもの 

二 共同給食調理場（二以上の学校（法別表第二（い）項第四号に規定する学校に限る。）にお

いて給食を実施するために必要な施設をいう。）で第一種中高層住居専用地域、第二種中高層

住居専用地域、第一種住居地域、第二種住居地域又は準住居地域内にあるもの 

三 自動車修理工場で第一種住居地域、第二種住居地域又は準住居地域内にあるもの 

 

【建築基準法施行規則（抜粋）】 

（住居の環境の悪化を防止するために必要な措置） 

第十条の四の三 法第四十八条第十六項第二号の国土交通省令で定める措置は、次の表の上欄

に掲げる建築物に対応して、それぞれ同表の下欄に掲げるものとする。 

一  略 

二 令第

百三十条

第二項第

二号に掲

げる建築

物 

イ 調理業務の用に供する部分の床面積は、五百平方メートル以内とすること。 

ロ 貨物自動車の交通の用に供する敷地内の通路は、幼児、児童又は生徒の通行の用に供する敷地内

の通路と交差しないものとすること。 

ハ 作業場は、臭気を除去する装置を設けることその他の臭気の発散を防止するために必要な措置を

講じること。 

ニ 敷地内には、専ら貨物自動車の駐車及び貨物の積卸しの用に供する駐車施設を設けること。 

ホ 敷地の貨物自動車の出入口の周辺には、見通しを確保するための空地及びガードレールを設ける

ことその他幼児、児童又は生徒の通行の安全上必要な措置を講じること。 

ヘ 排気口は、道路に面するものとすること。ただし、排気口から当該排気口が面する隣地境界線ま

での水平距離が四メートル以上ある場合においては、この限りでない。 

ト ごみ置場は、屋外に設けないこと。ただし、ごみを容器に密閉し、かつ、施錠して保管する場合

においては、この限りでない。 

チ 道路の見通しに支障を及ぼすおそれがある塀、柵その他これらに類するものは、ホの出入口の周

辺に設けないこと。 

リ 電気冷蔵庫若しくは電気冷凍庫又は冷暖房設備の室外機を設ける場合においては、騒音を防止す

るために必要なものとして国土交通大臣が定める措置を講じること。 

ヌ 食品を保管する倉庫その他の設備を設ける場合においては、臭気が当該設備から漏れない構造の

ものとすること。 

ル ボイラーを設ける場合においては、遮音上有効な機能を有する専用室に設けること。ただし、ボ

イラーの周囲に当該専用室と遮音上同等以上の効果のある遮音壁を設ける場合においては、この限

りでない。 

三 略 

２～３ 略 
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【国土交通省告示第 190 号（令和元年６月 25 日施行）】 
建築基準法施行規則第十条の四の三第一項第二号リ及び第三号カの国土交通大臣が定める措置は、 
次に掲げるものとする。 

一 室外機には、消音装置を設けることその他の騒音の防止のために必要な措置を講じること。 
二 室外機の周囲には、遮音壁を設けること。 

 

【技術的助言（令和元年６月 24 日付け、国住指第 654 号、国住街第 41 号）】 

建築基準法の一部を改正する法律等の施行について（技術的助言） 
Ⅰ 総則・単体規定関係 略 
Ⅱ 集団規定関係 第１ 用途規制の適用除外手続の合理化（法第 48 条第 16 項第２号及び規則第 

10 条の４の３関係） 
１ 住居の環境の悪化を防止するために必要な措置について 
（１）略 
（２）共同給食調理場 

①対象となる建築物 
第一種中高層住居専用地域、第二種中高層住居専用地域、第一種住居地域、第二種住居地域又

は準住居地域内における共同給食調理場を対象としている。一般的には、学校給食センターと称
されている。 

②建築物の規模 
調理業務の用に供する床面積は、500 平方メートル以内とすること。なお、調理業務の用に供

する部分とは、調理場のほか、調理・配膳に必要な道具の保管庫、食品を保管する倉庫及び給食
の配送作業に必要な部分等を指し、調理に直接関係がない職員の事務室、備品の倉庫及びロッカ
ー等は含まないものとして扱ってよい。 

③騒音対策 
ⅰ）室外機の騒音対策 

室外機から発生する騒音対策として、令和元年国土交通省告示第 190 号に定める措置を講
じることとなるが、具体的には、室外機に消音装置をつけること、駆動音が小さい室外機とす
ることなどの騒音の防止のために必要な措置を講じることが必要である。 

ⅱ）ボイラーの騒音対策 
共同給食調理場にボイラーを設ける場合においては、遮音上有効な機能を有する専用室に

設けるか、専用室と同等以上の遮音効果のある遮音壁を設けること。 
④臭気対策 

ⅰ）作業場等について 
隣地への影響を考慮し、作業場には臭気を除去する装置を設けることとしている。また、食

品を保管する倉庫等を設ける場合には、臭気が漏れない構造とすることとしており、臭気対策
として期待される効果を発揮するため、定期的な清掃や適切な維持管理を前提としているこ
とを念のため申し添える。 

ⅱ）排気口について 
隣地への影響を考慮し、排気口は、道路に向けて設けること。ただし、当該敷地内において

排気口から隣地境界線まで４メートル以上の距離がある場合、その空地に向けて設置するこ
とも可としている。なお、排気口は、居室内の換気を目的として設けられるものは想定してお
らず、調理等により発生する臭気を排出するために設けられるものを想定している。 
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ⅲ）ごみ置場について 
発生する臭気による周辺環境への影響を考慮し、原則、ごみ置場は屋外に設けないこと。た

だし、ごみを容器に密閉し、かつ、施錠して保管する場合は、周辺への臭気の発散が抑えられ
ることから、屋外に設けることができる。この場合、十分な容量の容器とし、ごみが容器外に
置かれることがないようにする必要がある。ごみ置場については、臭気対策として期待される
効果を発揮するため、定期的な清掃や適切な維持管理が前提であることを念のため申し添え
る。 

⑤交通負荷 
共同給食調理場の業務に必要な物品の搬入時における貨物自動車の路上駐車を防止するため、

貨物自動車の駐車及び貨物の積卸しの用に供する駐車施設を設けること。当該駐車施設は、区画
されたものである必要はないが、貨物自動車の駐車及び積卸しの用に供する駐車施設である旨
の注意書きを記載した看板を設けること等により、貨物自動車が随時使用できるようにするこ
と。 

また、発生する交通負荷に対応するため、敷地の出入口は、交差点やバス停の近接部等といっ
た道路交通の支障となる場所や急勾配の道路等といった自動車の出入りが困難な場所を避ける
等、交通への影響が少ない場所に設けることが望ましい。 

⑥交通安全対策 
いわゆる親子式（共同給食調理場が設けられている学校だけでなく、近隣の学校へも給食を提

供する方式）の共同給食調理場における交通安全対策として、当該施設が設けられた学校の生徒
等の動線と貨物自動車の動線とが交差しないようにすること。また、貨物自動車の出入り口周辺
には、道路の見通しを確保するための空地及びガードレールを設けること。さらに、交通誘導員
の配置や貨物自動車が通行する時間帯と生徒等が通行する時間帯とを分離するなど安全上の配
慮が必要である。 

⑧その他 
許可に当たっては、住⺠の日常的な生活圏域等を勘案し、⽴地を許容するかどうかを総合的に

判断すること。 
（３）略 
２・３ 略 
第２・第３ 略 
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【園の現状・課題・再編の必要性】 

真庭市では、近年、少子化の進行、就労形態の多様化、保護者の子育てに対する意識の変化など

により、保育ニーズの多様化が進んでおり、様々なニーズに応じるために、子育て支援の一層の充

実が求められています。 

そのような中、真庭市久世地域では昭和 41 年に竣工し築 58 年を経過する久世保育園（令和 5 年

度で閉園）と昭和 48 年に竣工し築 51 年を経過する久世第二保育園の老朽化や認定こども園幼稚園

部や幼稚園のニーズの減少、３歳未満の低年齢児の保育需要の増加が課題となっており、園再編の

必要に迫られています。 

その課題を解決するため、老朽化した２園について機能を集約し、合わせて現状の保育ニーズに

対応するため、久世地域内の幼稚園・保育園・認定こども園の定員の見直しを行うことで課題の解

消を目指すこととしており、久世第二こども園(仮称)の建替えはこの課題を解消するために必須の

ものとなっております。 

＜久世地区幼稚園・保育園・こども園位置図＞ 

 

 

＜定員数について＞ 

 

久世地域内の総定員数は将来的な園児

数の推移を考慮し休園中の園も含め、現在

の 460 人を超えないこととしております。 

久世地区内の入園者数は今後も横ばい

で推移し、３歳未満児の利用が増えること

が見込まれるため、３歳未満児の受け皿の

拡充が必要となっています。 

※１号認定：満 3歳から小学校就学前の子

どもで、教育を希望 

※２号認定：満 3歳から小学校就学前の子

どもで、保育を必要とする事

由に該当 

※３号認定：満 3歳未満の子どもで、保育

を必要とする事由に該当 
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【給食提供の現状・課題・共同調理場を新設園に整備する理由】 

保育園・こども園については「就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関

する法律第３条第２項及び第４項の規定に基づき内閣総理大臣及び文部科学大臣が定める施設の設

備及び運営に関する基準」の規定により自園での調理が基本となっております。 

現在、久世こども園、米来こども園についてはともに３歳児以上の受入のため給食外部搬入が可

能であり、この２園については調理室もなく、敷地内に調理室を整備するスペースもないため、久

世こども園には遷喬学校給食共同調理場から、米来こども園については久世学校給食共同調理場か

ら搬送を行っております。現在給食外部搬入で提供している給食は、小・中学生を基本とした給食

となっており、食材の大きさ、味付け、栄養管理等で園児に適した献立の計画・調理に苦慮してい

る状況です。また、小・中学校の休校日や気象警報発令等により臨時休校時には各園に給食提供が

できない状況も生じています。 

新設園の建設に合わせて、久世地域のこども園給食共同調理場を整備することにより、園長や保

育士、栄養士と調理員が連絡調整など細やかな打合せを行うことができ、アレルギー対応や緊急時

などに臨機応変な対応が可能となります。園児に適した「食」を安心で安全に提供できることが可

能となります。この整備を行うことにより、真庭市内の小・中学校を含めたすべての共同調理場化

ができ、持続可能かつ安全で安定した給食提供の質を向上させることができるため、今回の計画は

真庭市にとって重要であると考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

＜給食を配送する園の位置と配送ルート＞ 
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【計画地の選定】 

建替え用地を平成 28 年度から、官地・民地問わず計画地の検討を行っていたが、面積、通園距離

等について建設計画に合致する適地がなく選定に難航しておりました。 

その中で、令和６年３月 31 日に閉校した真庭高校久世校地の敷地の利活用を真庭市で検討するこ

ととなり、共同調理場の建築に許可を要する第一種住居地域ではあるが、他の用地選定項目を満足

する真庭高校久世校地跡地の一部を建築用地として選定したものです。 

 

 

 

 

8



℡
　0

8
6
7
-
4
2
-
1
1
1
1

〒
1
0
7
-
0
0
6
2
　

東
京

都
港

区
南

青
山

2
-
2
4
-
8

℡
0
3
-
3
4
0
1
-
7
7
2
1

■
内

□
外

□
防

火
/

□
準

防
火

■
無

指
定

無
し

　
　

/
時

間
-

時
間

（
＋

ｍ
）

2
2
条

区
域

、
宅

地
造

成
等

工
事

規
制

区
域

（
盛

土
規

制
法

）

㎡
（

坪
）

［
建

築
基

準
法

］
［
消

防
法

］
(六

)ハ
（
３

）
 保

育
所

型
認

定
こ

ど
も

園

■
新

築
□

増
築

□
改

築
□

移
転

□
用

途
変

更
□

大
規

模
の

修
繕

□
大

規
模

の
模

様
替

え

（
㎡

）
（

坪
）

建
蔽

率
％

（
㎡

）
（

坪
）

（
㎡

）
（

坪
）

（
㎡

）
（

坪
）

（
㎡

）
（

坪
）

（
㎡

）
（

坪
）

（
㎡

）
（

坪
）

容
積

率
％

（
㎡

）
（

坪
）

平
均

Ｇ
Ｌ

よ
り

最
高

高
さ

ｍ
軒

高
ｍ

地
上

階
地

下
階

棟
屋

階

木
 造

　
／

　
ベ

タ
基

礎

容
積

対
象

1

構
造

／
基

礎

0
.0

0

昇
降

路
の

部
分

2
5
.5

1

建
　

物
　

高
　

さ

容
積

対
象

外

都
市

計
画

区
域

建
　

蔽
　

率

建 物 の 概 要

工
事

床
面

積
5
9
9
.0

2

住
　

居
　

表
　

示

設
計

者

基
準

建
蔽

率

延
べ

面
積

主
　

要
　

用
　

途

建
 築

 概
 要

工
  

事
  

名
  

称

0

0
.0

0

7
.4

4
0

7
.8

8
0

許 認 可 等

宮
原

 賢
次

地
階

の
住

宅
部

分

地
  

名
  

地
  

番

未
定

0
8
1
3
2
 保

育
所

型
認

定
こ

ど
も

園

0
.0

0

2
,2

1
9
.4

9
6
7
1
.3

9

共
同

住
宅

の
共

用
廊

下
等

6
0
%

5
9
9
.0

2

敷 地 の 概 要

そ
　

の
　

他

許
容

建
蔽

率

着
工

及
び

竣
工

年
月

日

施
工

者

真
庭

市
長

　
太

田
 昇

〒
7
1
9
-
3
2
9
2
  

岡
山

県
真

庭
市

久
世

2
9
2
7
-
2

隈
研

吾
建

築
都

市
設

計
事

務
所

氏
名

・
住

所

久
世

第
二

こ
ど

も
園

（
仮

称
）
建

築
工

事

防
　

火
　

指
　

定

基
準

容
積

率

岡
山

県
真

庭
市

中
島

14
3番

地
27

の
一

部
、中

島
14

3番
地

36
、岡

山
県

真
庭

市
惣

26
0番

地
1

敷
　

地
　

面
　

積

用
　

途
　

地
　

域

道
　

路
　

幅
　

員
[幅

員
] 

南
側

：
1
1
.5

0
 m

（
4
2
条

1
項

道
路

）
 [

敷
地

接
地

長
さ

] 
9
1
.2

5
3
 ｍ

日
　

影
　

規
　

制

許
容

容
積

率

そ
の

他
の

区
域

･地
域

等

2
0
0
%

容
　

積
　

率

高
　

度
　

地
　

区

2
,3

4
8
.7

4

0
.0

0

1
,9

8
0
.2

5

工
　

事
　

種
　

別

1
,9

8
0
.2

5

0
.0

0
駐

車
場

面
積

5
9
9
.0

2

2
0
0
%

0
.0

0

2
8
.5

9

0

建
　

築
　

面
　

積

約
7
,7

6
4
.4

3

0
.0

0

階
　

　
数

1
,9

8
0
.2

56
0
%

4
8
条

許
可

階 ｍ ㎡

付
置

義
務

台
数

台
（

計
算

式
戸

×
％

＝
台

）

付
置

義
務

台
数

台
（

計
算

式
戸

×
％

+
戸

×
％

）

T
P

1
4
2
.0

4

最
高

高
さ

用
　

　
　

途

消
　

防
　

法

駐 車 ・ 駐 輪 施 設

そ
　

の
　

他

構
造

1
,9

8
0
.2

5

工
　

事
　

種
　

別

床
　

面
　

積軒
高

1
階

床
高

高
さ

バ
イ

ク

自 転 車

付
置

義
務

0

平
面

式

自 動 車

木
造

付
置

義
務

新
築

平 均 G
L

よ り

0

設
計

G
L

0

08
13

2 
保

育
所

型
認

定
こ

ど
も

園

A
棟 0

地
下

平
均

G
L

棟
屋

棟 別 の 概 要

T
P

1
4
0
.8

6

棟
　

　
　

名

棟
　

区
　

分

階
数

地
上

1

(六
)ハ

（３
） 

保
育

所
型

認
定

こ
ど

も
園

階 階

車
い

す
専

用
駐

車
場

合
計

台 台

1

3
2

台 台

0 0
合

計

合
計

台
0

ｍ

1
.3

8
0

7
.4

4
0

7
.8

0
0

氏
名

・
住

所

ｍ

付
 近

 見
 取

 図

ベ
タ

基
礎

℡

第
一

種
住

居
地

域

A
棟

開
　

発

-
-
-

N

建
設

地

国
道

3
1
3
号

旭
川

建
築

主
氏

名
・
住

所

〒

そ
　

の
　

他

0
.0

0

S=
1/
30
00

従
業

員
用

駐
車

場
台

一
般

駐
車

場
台

3
1

至
　

落
合

至
　

真
庭

市
役

所

盛
土

規
制

法

確
  

認
  

申
  

請

岡
山

県
真

庭
市

中
島

14
3番

地
27

の
一

部
、中

島
14

3番
地

36
、岡

山
県

真
庭

市
惣

26
0番

地
1

K
E
N

G
O

 K
U

M
A
 &

 A
S

S
O

C
IA

T
E
S

D
R

A
W

IN
G

 T
IT

L
E

S
C

A
L
E

D
R

A
W

IN
G

 N
o
.

久
世

第
二

こ
ど

も
園

（仮
称

）建
築

工
事

P
R

O
J
E
C

T
 T

IT
L
E

一
級

建
築

士
事

務
所

東
京

都
知

事
登

録
第

3
2
7
5
2
号

隈
研

吾
建

築
都

市
設

計
事

務
所

一
級

建
築

士
登

録
第

3
1
9
3
5
2
号

宮
原

　
賢

次
2
0
2
5
.0

3
.3

1
1
/
-
-
-
(A

3
)

建
築

概
要

A
-
0
0
2

9

085699
四角形

085699
四角形



申
請
建
物

別
紙
⑧

10

085699
スタンプ

085699
四角形

085699
直線

085699
直線

085699
テキスト ボックス
拡大図

085699
四角形

085699
タイプライタ
計画地

085699
四角形

085699
多角形

085699
直線

085699
矢印

085699
タイプライタ
N

085699
四角形

085699
タイプライタ
計画地



道

道

道

水

水

Co

車　庫

浄化槽

メガネの三
城

真庭配送
センター

meiji
（株）あり

き　真庭支
店

倉庫

As

As

As

4-53

下

仕

E.T

下

下

仕

仕

NTT

NTT

灯

仕

3-6

△
道

路
境

界
線

△隣地境界線△隣地境界線

△隣地境界線

△隣地境界線

250025008000

2
5
0
0

8
0
0
0

5
0
0
0

2
5
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

7
0
0
0

6
0
0
0

5000 5000 5000 5000 8000 25003000

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

2
5
0
0

8
0
0
0

2
5
0
0

5000 5000 6000

6
0
0
0

3
0
0
0

6
0
0
0

3
0
0
0

6
0
0
0

X1
2b

X1
0b

X9
b

X8
b

X7
b

X6
b

X5
b

X4
X3

X2
X1

Y1Y2Y3Y4Y5Y6Y7Y8Y9Y1
0

Y1
1

Y1
2

Y1
3

Y1
4

1000
1000

1000

1000

1
0
0
0

X1
1b

3
0
0
0

1
3
0
0

1000

1000

X1
2a

X1
0a

X9
a

X8
a

X7
a

X6
a

X5
a

X4
X3

X2
X1

X1
1a

1
3
0
0 3
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

8
0
0

2500 2500
6000

3
5
0
0

1
0
0
0

2
5
0
0

1
0
0
0

1000

25004500

8
0
0

屋
根

（最
高

高
さ

：7
.8

80
m

）

申
請

に
関

わ
る

建
物

10001000

1
0
0
0

△
道

路
境

界
線

△
隣

地
境

界
線

△隣地境界線

△
道

路
中

心
線

下
屋

キ
ュー

ビ
クル

発
電

機
・燃

料
タン

ク

庇

4900

4900

60
00

16601.5

市
道

高
校

南
線

、
建

築
基

準
法

第
42

条
第

１
項

第
一

号
道

路

10506.7

11595.2

3511.5

3491.5

31
29

.8

33
36

.3

5
6
3
4
.4

14052.1

3
1
5
0
4
.5

46
34

.4

ゴ
ミス

テ
ー

シ
ョン

13183.9

△
隣

地
境

界
線

△
延

焼
の

恐
れ

が
あ

る
ラ

イ
ン

　
3M

60
00

66
83

.5

67
85

△
道

路
境

界
線

△
道

路
境

界
線

11500

道

g

g

Co

g

g

Co

Co

Co

140.42

140.57

141.61

141.36

E.T

下

下

E.T

T

倉庫
E

E

g

Co

青雲園

4-45

4-17

4-15

1/
12

勾
配

1/
12

勾
配

31
48

11
35

1

20
00

0

60
00

0

5
6
3
0

41
59

0

16
71

18
63

敷
地

と
接

し
て

い
る

部
分

の
長

さ
：9

1.
25

3m

14
1.

05

14
1.

05

14
0.

99

14
0.

80

14
0.

95

14
0.

75

14
1.

00

14
0.

70

14
0.

80

14
0.

49

14
0.

4514
0.

50

14
0.

48

14
0.

38

14
0.

33

14
0.

26

14
0.

17
14

0.
65

14
0.

90

14
0.

80

14
0.

90
14

0.
90

14
0.

85

14
0.

80
14

0.
74

14
0.

8014
0.

80

14
0.

90

14
0.

8014
0.

80

14
1.

02

14
1.

02

14
1.

01

14
0.

99

14
0.

96

14
0.

95
14

1.
01

14
0.

90

14
0.

78

14
0.

90

14
2.

04
14

2.
04

14
2.

04

14
0.

85

14
0.

84

14
1.

00

14
1.

00

14
2.

14

14
2.

14

14
2.

04

14
1.

04

14
1.

54

14
1.

05

14
2.

22
14

2.
22

14
2.

20
14

2.
20

14
1.

00

14
0.

5514
1.

12

14
2.

14

14
2.

14

14
2.

14

14
2.

14

14
1.

15
14

1.
15

14
1.

22
14

1.
22

14
1.

20

14
1.

50

14
1.

57

14
1.

05

14
1.

04
14

0.
90

14
0.

65

14
0.

8414
1.

95

14
1.

95

14
1.

00

14
0.

85

14
1.

20
14

1.
20

14
1.

15

14
1.

10

L型
擁

壁

L型
擁

壁
L型

擁
壁

L型
擁

壁

L型
擁

壁

道

道

道

水

水

260-4

25
9-
5

159-1

143-47

143-44

143-35

g

g

Co

浄化槽

HPφ
300

Co

g

As

Co

Co

Co

g

g

Co

Co

Co

Co

Co

Co

メガネの三
城

Co

銀太

真庭配送
センター

meiji
（株）あり

き　真庭支
店

140.60

140.29

140.75

140.39

140.36

13
9.
87

140.82

140.76

13
9.
91

139.91

13
9.
90

140.84

140.87

140.36140.01

13
9.
92

140.81

140.41
140.87

13
9.
99

140.96

140.56

140.57

141.30

140.79

141.25

140.45

140.50

140.90

140.89

140.81

140.79

140.80

140.76

140.34

140.77

140.35

140.30

140.49

140.42

140.36

140.02

140.27

140.44

140.34140.37

140.33

140.33

140.32140.35

140.30

140.39

140.27140.38

140.32

140.34

140.06

140.42

140.57

140.48

140.55

140.50

140.38 140.38

140.36
140.41

140.39

140.44

140.37

141.27

141.22

141.01

140.98

141.21

141.12

140.87

141.39

141.39

141.20

141.18

141.13

141.14

141.16

141.54

141.53

141.39

141.37

141.64

141.15

141.79
141.67

141.32

141.15

141.33

141.17

141.36

141.20

141.45

142.14

141.06

141.36

141.24

141.31

140.97

141.25

141.34

140.90

140.96

140.90

140.90

140.81

140.64

140.71

140.77

140.83

140.67

140.85

141.06

140.79

141.04

140.96

140.97

140.87

140.78

139.72

139.68
139.65 139.54

139.53 139.49139.69
139.51

139.43139.44139.46

142.12

141.84

142.25

142.19

142.59

142.93

142.52
141.05

141.04

140.54

140.38

139.98
139.39

140.83

140.94

141.26

141.10

141.23

141.09

E.T

仕

下

下

下

下

E.T

T

倉庫
E

E

g

Co

青雲園

置石

置石

置石

置石

置石
置石

置石

置石

燈篭

置石

置石

置石

置石
置石

置石

置石
置石

置石

置石

燈篭

燈篭

Co

As

As

As
As

As

As

E.T

142.79

143.35

143.22

143.09

142.42

142.86

142.99
143.06

143.01

142.92

142.89

142.60

142.82

142.60

142.64

142.75

142.35

142.54
142.24

142.08

142.49

下

下

下
仕

3-6

4-45

4-17

凡
例

建
物

・敷
地

出
入

口

申
請

建
物

名
称

：久
世

第
二

こど
も園

用
途

:保
健

所
型

認
定

こど
も園

建
築

面
積

：2
21

9.4
9㎡

延
べ

床
面

積
：1

98
0.2

5㎡
 

 構
造

：木
造

最
高

高
さ：

78
80

mm
最

高
軒

高
さ：

74
40

mm

K
E
N

G
O

 K
U

M
A
 &

 A
S

S
O

C
IA

T
E
S

D
R

A
W

IN
G

 T
IT

L
E

S
C

A
L
E

D
R

A
W

IN
G

 N
o
.

久
世

第
二

こ
ど

も
園

（仮
称

）建
築

工
事

P
R

O
J
E
C

T
 T

IT
L
E

一
級

建
築

士
事

務
所

東
京

都
知

事
登

録
第

3
2
7
5
2
号

隈
研

吾
建

築
都

市
設

計
事

務
所

一
級

建
築

士
登

録
第

3
1
9
3
5
2
号

宮
原

　
賢

次
2
0
2
5
.0

3
.3

1
1
/
5
0
0
(A

3
)

配
置

図
A

-
0
1
9

N

11

085699
四角形

085699
四角形



道

25
9-
5

259-1

258-1

143-47

メガネの三
城

真庭配送
センター

meiji

140.36140.01

140.81

140.76

140.77

140.30

140.36

140.02

140.27

140.44

140.06
140.87

141.01

141.39

141.37

141.64

仕

E.T

置石

置石
置石

置石

置石

As

As

As

142.79
142.42

142.86

142.99

142.92

142.89
142.64

142.35

下

下
仕

4-16

250025008000

2
5
0
0

8
0
0
0

5
0
0
0

2
5
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

7
0
0
0

6
0
0
0

5000 5000 5000 5000 8000 25003000

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

2
5
0
0

8
0
0
0

2
5
0
0

5000 5000 6000

6
0
0
0

3
0
0
0

6
0
0
0

3
0
0
0

6
0
0
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

△
道

路
境

界
線

△敷地境界線△敷地境界線

△
敷

地
境

界
線

△敷地境界線

△
屋

根
ラ

イ
ン

△
延

焼
の

恐
れ

が
あ

る
ラ

イ
ン

　
3M

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

一
般

駐
車

場
（3

1台
）

廊
下

(2)

廊
下

(3)

デッ
キ

園
庭

3歳
未

満
児

用

園
庭

更
衣

室
更

衣
室

MW
C

WW
C

HC
WC

(1)

玄
関

保
育

室
(2)

2歳
児

保
育

室
(1)

2歳
児

保
育

室
(2)

1歳
児

保
育

室
(1)

1歳
児

保
育

室
(2)

保
育

室
(1)

3歳
児

保
育

室
(2)

3歳
児

保
育

室
(1

)

4歳
児

保
育

室
(2

)

4歳
児

保
育

室
(1

)

5歳
児

保
育

室
(2

)

5歳
児

職
員

室

職
員

休
憩

医
務

一
時

保
育

室

(相
談

室
）

屋
外

倉
庫

外
部

廊
下

(1
)

デ
ッ

キ

保
健

室

WC

玄
関

ホー
ル

廊
下

(4)

遊
戯

室

遊
戯

室
倉

庫
(2)

教
材

庫
(2)

2歳
児

トイ
レ

21
㎡1歳

児

トイ
レ

21
㎡

3歳
児

トイ
レ

プラ
ット

ホー
ム(

2)

収
納

(6)

調
乳

室

教
材

庫
(3)

・子
育

て
支

援
事

業

地
域

子
ども

ス
ペ

ー
ス

子
育

て支
援

事
業

園
庭

テラ
ス

会
議

室

HC
WC

(2)
園

児
用

倉
庫

前
室

教
材

庫
（1

）

プレ
イコ

ーナ
ー

保
育

室
(1)

0歳
児

コー
ナー

WC

ケア
児

医
療

的

保
育

室

0歳
児

20
㎡

収
納

(11
)

畳
畳

遊
戯

室
WC

収
納

(12
)

収
納

(14
)

0歳
児

トイ
レ

洗
濯

室

M
W

SK

収
納

(5)
収

納
(4)

収
納

(7)

収
納

(8)

収
納

(9)

収
納

(10
)

一
時

保
育

玄
関

職
員

子
育

て支
援

絵
本

1
8
0

1
8
0

サ
ニタ

リー

調
理

室

コン
テナ

プー
ル

アレ
ル

ギー
室

検
収

室
処

理
室

食
品

庫

W厨
房

更
衣

室

M厨
房

更
衣

室

厨
房

WC
(2)

厨
房

WC
(1)

通
路

専
用

厨
房

洗
浄

室
倉

庫
(13

)

1
8
0

4歳
児

トイ
レ

5歳
児

トイ
レ

収
納

(3)
収

納
(2)

収
納

(1)

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

SK
SK

1
8
0

SK

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

SK
SK

SK

180

SK

180 180

SK

1
8
0

180

SK

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

2
5
0
0

8
0
0
0

2
5
0
0

6
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

遊
戯

室
倉

庫
(1)

180

180 180

180 180

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

1
8
0

Y
2

Y
1

Y
3

Y
4

Y
5

Y
6

Y
7

Y
8

Y
9

Y
1
0

Y
1
1

Y
1
2

Y
1
3

Y
1
4

X
1

X
2

X
4

X
5
a

X
6
a

X
7
a

X
8
a

X
9
a

X1
0a

X1
1a

X1
2a

X
3

X
1

X
2

X
4

X
5
b

X
6
b

X
7
b

X
8
b

X
9
b

X1
0b

X1
1b

X
3

X1
2b

UP

537

485

コ
ー

ナ
ー

プラ
ット

ホー
ム（

1)

特

子
供

WC

ヘ
5

ヘ
5

門
扉通
用

口

1/
12

勾
配

1/
12

勾
配

1
/
3
0
0
(A

3
)

平
面

図
A

-
0
2
1

N

K
E
N

G
O

 K
U

M
A
 &

 A
S

S
O

C
IA

T
E
S

D
R

A
W

IN
G

 T
IT

L
E

S
C

A
L
E

D
R

A
W

IN
G

 N
o
.

久
世

第
二

こ
ど

も
園

（仮
称

）建
築

工
事

P
R

O
J
E
C

T
 T

IT
L
E

一
級

建
築

士
事

務
所

東
京

都
知

事
登

録
第

3
2
7
5
2
号

隈
研

吾
建

築
都

市
設

計
事

務
所

一
級

建
築

士
登

録
第

3
1
9
3
5
2
号

宮
原

　
賢

次
2
0
2
5
.0

3
.3

1

別
紙
⑪

12

Sumiya Moka
テキストボックス
凡例
　　　：ランチルーム（保育室、職員室）を示す

　　　：共同調理場部分を示す

Sumiya Moka
多角形

Sumiya Moka
多角形

Sumiya Moka
多角形

Sumiya Moka
多角形

Sumiya Moka
多角形

Sumiya Moka
多角形

Sumiya Moka
多角形

Sumiya Moka
多角形

Sumiya Moka
多角形

Sumiya Moka
多角形

Sumiya Moka
多角形

Sumiya Moka
多角形

Sumiya Moka
多角形

085699
四角形

085699
四角形

085699
四角形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形



北
側

立
面

図
（
2
）

※
ベ

ン
ト

キ
ャ

ッ
プ

・通
気

口
等

設
備

図
に

よ
る

北
側

立
面

図
（
1
）

※
ベ

ン
ト

キ
ャ

ッ
プ

・通
気

口
等

設
備

図
に

よ
る

南
側

立
面

図
（
2
）

※
ベ

ン
ト

キ
ャ

ッ
プ

・通
気

口
等

設
備

図
に

よ
る

南
側

立
面

図
（
1
）

※
ベ

ン
ト

キ
ャ

ッ
プ

・通
気

口
等

設
備

図
に

よ
る

①

8
0
0
0

5
0
0
0

2
5
0
0

5
0
0
0

X6
a

X5
a

X4
X3

X2
X1

2
5
0
0

5
6
0
0
0

6
0
0
0

X7
a

6
0
0
0

X8
a

3
0
0
0

X9
a

6
0
0
0

X1
0a

8
0
0
0

6
0
0
0

2
5
0
0

6
0
0
0

X6
b

X5
b

X4
X3

X2
X1

2
5
0
0

5
2
0
0
0

6
0
0
0

X7
b

6
0
0
0

X8
b

6
0
0
0

X9
b

6
0
0
0

X1
0b

8
0
0
0

5
0
0
0

2
5
0
0

5
0
0
0

X6
a

X5
a

X4
X3

X2
X1

2
5
0
0

5
6
0
0
0

5
0
0
0

X7
a

7
0
0
0

X8
a

6
0
0
0

X9
a

6
0
0
0

X1
0a

8
0
0
0

6
0
0
0

2
5
0
0

6
0
0
0

X6
b

X5
b

X4
X3

X2
X1

2
5
0
0

5
5
0
0
0

6
0
0
0

X7
b

6
0
0
0

X8
b

6
0
0
0

X9
b

6
0
0
0

X1
0b

②

④
①

⑤
②

②
④

⑤
①

④
⑪

⑪
①

⑦

⑦

3
0
0
0

6
0
0
0

X1
1a

X1
2a

3
0
0
0

X1
1b

3
0
0
0

X1
2b

Y
2

Y
1

Y
3

Y
4

Y
5

Y
6

Y
7

Y
8

Y
9

Y
1
0

Y
1
1

Y
1
2

Y
1
3

Y
1
4

X
1

X
2

X
4

X
5

X
6

X
7

X
8

X
9

X
1
0

X
1
1

X
1
2

X
3

X
1

X
2

X
4

X
5

X
6

X
7

X
8

X
9

X
1
0

X
1
1

X
3

X
1
2

南
側

立
面

図

西側立面図

東側立面図

北
側

立
面

図

X1
1a

X1
2a

5
0
0
0

7
0
0
0

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

X1
1b

3
0
0
0

F
IX

F
IX

④
⑥

⑧
⑨

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

⑥
②

③

③

X1
2b

3
0
0
0

2700

7800
7650

▽
設

計
G

L（
14

2.
04

）

▽
最

高
高

さ

△
最

高
軒

高
さ

150

▽
平

均
G

L（
14

0.
86

）

11802700

7800
7650

▽
設

計
G

L（
14

2.
04

）

▽
最

高
高

さ

△
最

高
軒

高
さ

150

▽
平

均
G

L（
14

0.
86

）

11802700

7800
7650

▽
設

計
G

L（
14

2.
04

）

▽
最

高
高

さ

△
最

高
軒

高
さ

150

▽
平

均
G

L（
14

0.
86

）

1180 2700

7800
7650

▽
設

計
G

L（
14

2.
04

）

▽
最

高
高

さ

△
最

高
軒

高
さ

150

▽
平

均
G

L（
14

0.
86

）

1180

③②①

④ ⑤ ⑥ ⑦

凡
例

金
属

屋
根

：
カ

ラ
ー

ガ
ル

バ
リ

ウ
ム

鋼
板

t0
.4

　
縦

ハ
ゼ

葺
き

ガ
ラ

リ
：
ア

ル
ミ

製

サ
ッ

シ
：
ア

ル
ミ

電
解

二
次

着
色

デ
ッ

キ
：
人

工
木

デ
ッ

キ
材

サ
ッ

シ
：
木

製

外
壁

：
外

装
薄

塗
材

E
建

具
：
鋼

製
建

具
　

フ
ッ

素
樹

脂
焼

付
塗

装

⑧
建

具
：
電

動
ス

チ
ー

ル
製

シ
ャ

ッ
タ

ー

⑨
フ

ェ
ン

ス
A

 ：
 朝

日
ス

チ
ー

ル
工

業
㈱

　
A

R
-A

15
00

-M
S
 マ

イ
ル

ド
ブ

ラ
ウ

ン
　

同
等

品

⑩
庇

：
S
t折

板

⑪
室

外
機

目
隠

し
：
ア

ル
ミ

型
材

ル
ー

バ
ー

⑫
外

壁
：羽

目
板

ル
ー

バ
ー

：ス
ギ

板
t3

0
⑬

軒
樋

：ガ
ル

バ
リ

ウ
ム

鋼
板

製
⑭

鎖
樋

⑮

⑯
竪

樋
：ア

ル
ミ

バ
ン

ド
レ

ス
60

φ
　

焼
付

塗
装

木
材

保
護

塗
装

⑰

見
切

り
⑱

⑱
⑭

⑩

⑭
⑫

⑱
⑪

⑪
⑭

⑰

⑫
⑤

⑰
⑰

⑭

⑮
⑮

⑮
⑮

⑯

⑮
⑮

⑮
⑮

⑮
⑮

⑮
⑮

⑮

⑮
⑮

③

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

②
②

②
②

②
②

②
②

耐
火

塗
料

⑲

⑲
⑲

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

1
/
3
0
0
(A

3
)

立
面

図
（
1
）

A
-
0
2
2

凡
例

　
　
：：：：
開

口
部

（
窓
・
シ

ャ
ッ

タ
ー

SS
を

示
す

）

　
　

：：：：
給

排
気

口
（

フ
ー

ド
・

ガ
ラ

リ
を

示
す

）

D
R

A
W

IN
G

 T
IT

L
E

S
C

A
L
E

D
R

A
W

IN
G

 N
o
.

久
世

第
二

こ
ど

も
園

（仮
称

）建
築

工
事

P
R

O
J
E
C

T
 T

IT
L
E

一
級

建
築

士
事

務
所

東
京

都
知

事
登

録
第

3
2
7
5
2
号

K
E
N

G
O

 K
U

M
A
 &

 A
S

S
O

C
IA

T
E
S

隈
研

吾
建

築
都

市
設

計
事

務
所

一
級

建
築

士
登

録
第

3
1
9
3
5
2
号

宮
原

　
賢

次
2
0
2
5
.0

3
.3

1別
紙
⑯

13

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

085699
四角形

085699
四角形

085699
四角形



東
側

立
面

図
（
2
）

※
ベ

ン
ト

キ
ャ

ッ
プ

・通
気

口
等

設
備

図
に

よ
る

東
側

立
面

図
（
1
）

※
ベ

ン
ト

キ
ャ

ッ
プ

・通
気

口
等

設
備

図
に

よ
る

西
側

立
面

図
（
1
）

※
ベ

ン
ト

キ
ャ

ッ
プ

・通
気

口
等

設
備

図
に

よ
る

2
5
0
0

2
5
0
0

8
0
0
0

6
0
0
0

Y5
Y4

Y3
Y2

Y1

6
2
5
0
0

5
0
0
0

Y6

5
0
0
0

Y7

5
0
0
0

Y8

5
0
0
0

Y9

5
0
0
0

Y1
0

5
0
0
0

Y1
1

2
5
0
0

Y1
2

8
0
0
0

Y1
3

3
0
0
0

Y1
4

2
5
0
0

2
5
0
0

8
0
0
0

6
0
0
0

Y5
Y4

Y3
Y2

Y1

6
2
4
6
0

5
0
0
0

Y6

5
0
0
0

Y7

5
0
0
0

Y8

5
0
0
0

Y9

5
0
0
0

Y1
0

5
0
0
0

Y1
1

2
5
0
0

Y1
2

8
0
0
0

Y1
3

3
0
0
0

Y1
4

200△
設

計
G

L

▽
1F

L

200△
設

計
G

L

▽
1F

L

200△
設

計
G

L

▽
1F

L

②
②

④
⑤

①

①

⑦

2
5
0
0

2
5
0
0

8
0
0
0

6
0
0
0

Y5
Y4

Y3
Y2

Y1

6
2
5
0
0

5
0
0
0

Y6

5
0
0
0

Y7

5
0
0
0

Y8

5
0
0
0

Y9

5
0
0
0

Y1
0

5
0
0
0

Y1
1

2
5
0
0

Y1
2

8
0
0
0

Y1
3

3
0
0
0

Y1
4

Y
2

Y
1

Y
3

Y
4

Y
5

Y
6

Y
7

Y
8

Y
9

Y
1
0

Y
1
1

Y
1
2

Y
1
3

Y
1
4

X
1

X
2

X
4

X
5

X
6

X
7

X
8

X
9

X
1
0

X
1
1

X
1
2

X
3

X
1

X
2

X
4

X
5

X
6

X
7

X
8

X
9

X
1
0

X
1
1

X
3

X
1
2

南
側

立
面

図

西側立面図

東側立面図

北
側

立
面

図

2500

6500
6020▽

最
高

高
さ

△
最

高
軒

高
さ

480
2500

6500
6020▽

最
高

高
さ

△
最

高
軒

高
さ

480
2500

6500
6020▽

最
高

高
さ

△
最

高
軒

高
さ

480

F
IX

F
IX

⑤
⑤

⑤
⑥

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

⑥
④

⑪
②

③

F
IX

F
IX

F
IX

⑰
⑫

⑰

⑫
⑭

②
⑫

⑱
②

⑭
⑱

⑩

⑱
⑱

③②①

④ ⑤ ⑥ ⑦

凡
例

金
属

屋
根

：
カ

ラ
ー

ガ
ル

バ
リ

ウ
ム

鋼
板

t0
.4

　
縦

ハ
ゼ

葺
き

ガ
ラ

リ
：
ア

ル
ミ

製

サ
ッ

シ
：
ア

ル
ミ

電
解

二
次

着
色

デ
ッ

キ
：
人

工
木

デ
ッ

キ
材

サ
ッ

シ
：
木

製

外
壁

：
外

装
薄

塗
材

E
建

具
：
鋼

製
建

具
　

フ
ッ

素
樹

脂
焼

付
塗

装

⑧
建

具
：
電

動
ス

チ
ー

ル
製

シ
ャ

ッ
タ

ー

⑨
フ

ェ
ン

ス
A

 ：
 朝

日
ス

チ
ー

ル
工

業
㈱

　
A

R
-A

15
00

-M
S
 マ

イ
ル

ド
ブ

ラ
ウ

ン
　

同
等

品

⑩
庇

：
S
t折

板

⑪
室

外
機

目
隠

し
：
ア

ル
ミ

型
材

ル
ー

バ
ー

⑫
外

壁
：羽

目
板

ル
ー

バ
ー

：ス
ギ

板
t3

0
⑬

軒
樋

：ガ
ル

バ
リ

ウ
ム

鋼
板

製
⑭

鎖
樋

⑮

⑯
竪

樋
：ア

ル
ミ

バ
ン

ド
レ

ス
60

φ
　

焼
付

塗
装

木
材

保
護

塗
装

⑰

見
切

り
⑱

⑮
⑮

⑮
⑮

⑮
⑮

⑮
⑪

⑪
⑯

③
④

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

F
IX

③

F
IX

F
IX

F
IX

②
②

②
②

②
②

②
②

②

耐
火

塗
料

⑲

⑲

1
/
3
0
0
(A

3
)

立
面

図
（
2
）

A
-
0
2
3

凡
例

　
　
：：：：
開

口
部

（
窓
・
シ

ャ
ッ

タ
ー

SS
を

示
す

）

　
　

：：：：
給

排
気

口
（

フ
ー

ド
・

ガ
ラ

リ
を

示
す

）

D
R

A
W

IN
G

 T
IT

L
E

S
C

A
L
E

D
R

A
W

IN
G

 N
o
.

久
世

第
二

こ
ど

も
園

（仮
称

）建
築

工
事

P
R

O
J
E
C

T
 T

IT
L
E

一
級

建
築

士
事

務
所

東
京

都
知

事
登

録
第

3
2
7
5
2
号

K
E
N

G
O

 K
U

M
A
 &

 A
S

S
O

C
IA

T
E
S

隈
研

吾
建

築
都

市
設

計
事

務
所

一
級

建
築

士
登

録
第

3
1
9
3
5
2
号

宮
原

　
賢

次
2
0
2
5
.0

3
.3

1

別
紙
⑯

14

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

Sumiya Moka
長方形

085699
四角形

085699
四角形

085699
四角形



▽
14

3.0
0

▽
14

0.3
0

▽
14

0.3
0

▽
13

9.4
4

▽
14

1.0
0

▽
14

0.8
7

▽
14

0.6
8

▽
14

0.8
6

▽
14

0.9
5

▽
14

0.8
1

▽
14

0.8
8

▽
14

0.8
5

▽
14

0.7
5

▽
14

0.7
5 ▽
14

0.3
6

▽
14

0.4
0

▽
13

9.4
4

▽
14

3.0
0

▽
14

0.3
0

▽
14

0.5
0

▽
14

0.5
0 ▽

14
0.1

9
▽

14
0.5

0
▽

14
0.5

3

▽
13

9.5
5

▽
14

0.6
5

▽
14

0.5
4

▽
14

0.7
5

▽
14

0.7
8

▽
14

0.7
8 ▽

14
0.3

5

▽
14

0.5
5

▽
14

3.0
0

▽
13

9.5
4

▽
14

0.9
0

▽
14

1.0
5

▽
14

0.8
0

▽
14

2.3
0

▽
14

1.0
1

▽
14

0.9
3

▽
14

1.0
0

▽
14

0.4
0

8
0
0
0

6
0
0
0

2
5
0
0

6
0
0
0

X6
b

X5
b

X4
X3

X2
X1

2
5
0
0

5
5
0
0
0

6
0
0
0

X7
b

6
0
0
0

X8
b

6
0
0
0

X9
b

6
0
0
0

X1
0b

X1
2b

3
0
0
0

8
0
0
0

2
5
0
0

X4
X3

X2
X1

2
5
0
0

1
3
0
0
0

8
0
0
0

5
0
0
0

2
5
0
0

5
0
0
0

X6
a

X5
a

X4
X3

X2
X1

2
5
0
0

5
6
0
0
0

5
0
0
0

X7
a

7
0
0
0

X8
a

6
0
0
0

X9
a

6
0
0
0

X1
0a

X1
1a

3
0
0
0

X1
2a

6
0
0
0

廊
下

1歳
保

育
室

（2
）

トイ
レ

園
庭

遊
戯

室
前

室
保

育
室

(1
)

3歳
児

保
育

室
(2

)
3歳

児
保

育
室

(1
)

4歳
児

保
育

室
(2

)
4歳

児
保

育
室

(1
)

5歳
児

保
育

室
(2

)
5歳

児
屋

外
倉

庫

調
理

室
保

育
室

(2
)

0歳
児

保
育

室
(1

)
0歳

児
玄

関
ホ

ー
ル

職
員

室
・子

育
て

支
援

事
業

地
域

子
ど

も

ス
ペ

ー
ス

HC
W

C（
2)

W
C

駐
車

場

駐
車

場

駐
車

場

X1
2b

X1
0b

X9
b

X8
b

X7
b

X6
b

X5
b

X4
X3

X2
X1

Y1Y2Y3Y4Y5Y6Y7Y8Y9Y1
0

Y1
1

Y1
2

Y1
3

Y1
4

X1
1b

X1
2a

X1
0a

X9
a

X8
a

X7
a

X6
a

X5
a

X4
X3

X2
X1

X1
1a

CBA

D
E

F

▽隣地境界線

▽隣地境界線

10
3

10
3

10
3

10
3

X1
1b

3
0
0
0

開
放

性
の

高
い

ル
ー

バ
ー

A
断

面
図

B
断

面
図

C
断

面
図

延
焼
の
恐
れ
の
あ
る
部
分

備
考
：
P
S
,
E
P
S
,
D
S
は
全
て
水
平
区
画

備
考
：
防
火
設
備
は
表
記
無
き
場
合
は
例
示
仕
様

凡
例

記
号

仕
様

防
火
区
画
（
兼
　
防
煙
区
画
・
共
住
区
画
）

防
煙
区
画
（
間
仕
切
壁
）

防
煙
区
画
（
垂
れ
壁
5
0
0
以
上
）

防
煙
垂
れ
壁
（
垂
れ
壁
3
0
0
以
上
＋
不
燃
常
閉
扉
）

調
乳

室

▽延焼の恐れのある部分 

▽延焼の恐れのある部分 

浸
水
ラ
イ
ン

記
号

仕
様

1
1
4
条
区
画
（
防
火
上
主
要
な
間
仕
切
り
）

▽隣地境界線

▽延焼の恐れのある部分 

▽隣地境界線

▽延焼の恐れのある部分 

▽隣地境界線

▽延焼の恐れのある部分 

▽隣地境界線

▽延焼の恐れのある部分 

▽
1F

L

▽
1F

L

▽
1F

L

2700

7800
7650

▽
設

計
G

L（
14

2.
04

）

▽
最

高
高

さ

△
最

高
軒

高
さ

150

▽
平

均
G

L（
14

0.
86

）

1180

子
供

外
部

CH＝2100

CH＝2600

洗
浄

室

CH＝2600

子
育

て
支

援
事

業
園

庭

2700

7800
7650

▽
設

計
G

L（
14

2.
04

）

▽
最

高
高

さ

△
最

高
軒

高
さ

150

▽
平

均
G

L（
14

0.
86

）

11802700

7800
7650

▽
設

計
G

L（
14

2.
04

）

▽
最

高
高

さ

△
最

高
軒

高
さ

150

▽
平

均
G

L（
14

0.
86

）

1180

1
5
0

8
5
0

1
0
0
0

1
3
0
0

1
5
0

8
5
0

1
0
0
0

1
5
0

8
5
0

1
0
0
0

3
0
0
0

1
3
0
0

6
0
0
0

車
路

の
範

囲

6
6
8
3
.5

車
路

の
範

囲

6
7
8
5

車
路

の
範

囲

1
/
3
0
0
(A

3
)

断
面

図
（
1
）

A
-
0
2
4

K
E
N

G
O

 K
U

M
A
 &

 A
S

S
O

C
IA

T
E
S

D
R

A
W

IN
G

 T
IT

L
E

S
C

A
L
E

D
R

A
W

IN
G

 N
o
.

久
世

第
二

こ
ど

も
園

（仮
称

）建
築

工
事

P
R

O
J
E
C

T
 T

IT
L
E

一
級

建
築

士
事

務
所

東
京

都
知

事
登

録
第

3
2
7
5
2
号

隈
研

吾
建

築
都

市
設

計
事

務
所

一
級

建
築

士
登

録
第

3
1
9
3
5
2
号

宮
原

　
賢

次
2
0
2
5
.0

3
.3

1

15

085699
四角形

085699
四角形



▽
14

0.9
1

▽
14

0.5
5

▽
14

2.3
0

▽
14

1.0
5

▽
14

0.9
5

▽
14

0.8
5

▽
14

0.9
5

▽
14

0.6
5

▽
14

0.4
6

▽
13

9.6
0

▽
14

0.6
0

▽
14

0.7
0

▽
14

0.8
5

▽
14

0.9
0

▽
14

0.5
0

▽
14

0.5
0

▽
14

0.8
0

▽
14

1.3
0

▽
14

0.5
6

▽
14

0.9
4

▽
14

0.9
4

▽
14

0.9
0

▽
14

0.7
5

▽
14

0.6
0

▽
14

0.5
5

▽
13

9.9
0

▽
14

0.8
0

▽
14

1.0
0

▽
14

0.5
5

▽
14

0.8
0

▽
14

1.1
0

▽
14

1.0
8

▽
14

1.0
4

▽
14

0.9
8

▽
14

0.5
0

▽
14

0.3
5

▽
14

0.7
6

▽
14

0.9
4

▽
14

0.8
4

▽
14

0.9
0

▽
14

0.6
0

▽
14

0.6
8

▽
14

0.8
1

▽
14

0.8
5

▽
14

1.0
0

▽
14

2.2
0

▽
14

1.0
0

▽
14

1.0
0

▽
14

0.9
8

▽
14

0.9
8

▽
14

1.5
3

2
5
0
0

2
5
0
0

8
0
0
0

6
0
0
0

Y5
Y4

Y3
Y2

Y1

6
2
5
0
0

5
0
0
0

Y6

5
0
0
0

Y7

5
0
0
0

Y8

5
0
0
0

Y9

5
0
0
0

Y1
0

5
0
0
0

Y1
1

2
5
0
0

Y1
2

8
0
0
0

Y1
3

3
0
0
0

Y1
4

2
5
0
0

2
5
0
0

8
0
0
0

Y4
Y3

Y2
Y1

1
3
5
0
0

Y1
1

2
5
0
0

Y1
2

8
0
0
0

Y1
3

3
0
0
0

Y1
4

1
3
0
0
0

玄
関

ホ
ー

ル
H

C
W

C
会

議
室

園
庭

10
3

調
理

室
サ

ニ
タリ

ー
保

育
室

(1
)

1歳
児

保
育

室
(2

)
1歳

児
保

育
室

(1
)

2歳
児

保
育

室
(2

)
2歳

児
教

材
庫

遊
戯

室

W厨房更衣室

プラ
ット

ホー
ム（

１）

駐
車

場

10
3

10
3

10
3

D
断

面
図

E
断

面
図

F
断

面
図

CH＝2600

開
放

性
の

高
い

ル
ー

バ
ー

CH＝2600

▽
1F

L

X1
2b

X1
0b

X9
b

X8
b

X7
b

X6
b

X5
b

X4
X3

X2
X1

Y1Y2Y3Y4Y5Y6Y7Y8Y9Y1
0

Y1
1

Y1
2

Y1
3

Y1
4

X1
1b

X1
2a

X1
0a

X9
a

X8
a

X7
a

X6
a

X5
a

X4
X3

X2
X1

X1
1a

CBA

D
E

F

延
焼
の
恐
れ
の
あ
る
部
分

備
考
：
P
S
,
E
P
S
,
D
S
は
全
て
水
平
区
画

備
考
：
防
火
設
備
は
表
記
無
き
場
合
は
例
示
仕
様

凡
例

記
号

仕
様

防
火
区
画
（
兼
　
防
煙
区
画
・
共
住
区
画
）

防
煙
区
画
（
間
仕
切
壁
）

防
煙
区
画
（
垂
れ
壁
5
0
0
以
上
）

防
煙
垂
れ
壁
（
垂
れ
壁
3
0
0
以
上
＋
不
燃
常
閉
扉
）

浸
水
ラ
イ
ン

記
号

仕
様

1
1
4
条
区
画
（
防
火
上
主
要
な
間
仕
切
り
）

▽隣地境界線

▽延焼の恐れのある部分 ▽隣地境界線

▽延焼の恐れのある部分 

▽隣地境界線

▽隣地境界線

▽延焼の恐れのある部分 

▽隣地境界線

▽延焼の恐れのある部分 

▽隣地境界線

▽
1F

L

厨
房

WC
（1

）
洗

浄
室

厨
房

専
用

通
路

CH＝2100

廊
下

4歳
保

育
室

（2
）

ト
イ

レ

10
3

10
3

開
放

性
の

高
い

ル
ー

バ
ー

洗
濯

室

2700

7800
7650

▽
設

計
G

L（
14

2.
04

）

▽
最

高
高

さ

△
最

高
軒

高
さ

150

▽
平

均
G

L（
14

0.
86

）

1180

2700

7800
7650

▽
設

計
G

L（
14

2.
04

）

▽
最

高
高

さ

△
最

高
軒

高
さ

150

▽
平

均
G

L（
14

0.
86

）

1180

1
5
0

8
5
0

1
0
0
0

1
5
0

8
5
0

1
0
0
0

1
5
0

8
5
0

1
0
0
0

3
0
0
0

3
0
0
0

2
5
0
0

車
路

の
範

囲 1
2
1
5
8

車
路

の
範

囲

6
9
7
4
3

1
/
3
0
0
(A

3
)

断
面

図
（
2
）

A
-
0
2
5

K
E
N

G
O

 K
U

M
A
 &

 A
S

S
O

C
IA

T
E
S

D
R

A
W

IN
G

 T
IT

L
E

S
C

A
L
E

D
R

A
W

IN
G

 N
o
.

久
世

第
二

こ
ど

も
園

（仮
称

）建
築

工
事

P
R

O
J
E
C

T
 T

IT
L
E

一
級

建
築

士
事

務
所

東
京

都
知

事
登

録
第

3
2
7
5
2
号

隈
研

吾
建

築
都

市
設

計
事

務
所

一
級

建
築

士
登

録
第

3
1
9
3
5
2
号

宮
原

　
賢

次
2
0
2
5
.0

3
.3

1

16

085699
四角形

085699
四角形



建築基準法第 48 条第 15 項の規定に基づく 

公開による意見の聴取結果 
 
１ 利害関係者 
  許可に係る建築物の敷地の外周およそ 50ｍの範囲 
 
２ 公聴会開催の周知方法 
  ・岡山県公報に掲載 
  ・右図の範囲の建築物に開催案内を配布 
  ・計画敷地に開催案内を掲示 
 
３ 公聴会の開催日時及び場所 
（１）開催日時 
   令和７年７月 10 日（木） 

午後１時 30 分〜午後２時 30 分 
（２）開催場所 
   真庭市久世 2932 番地５ 
   久世公⺠館 ３階視聴覚室 
 
４ 公聴会参加人数 
  ２人 
 
５ 公聴会で頂いた意見 
  ・計画地南側市道を小学生が通学路に使用しているので、工事車両等の通行について対策して 

頂きたい。 
  ・以前から、計画敷地南⻄角の国道から市道に入る交差点の信号設置を要望している。 

 

【公聴会の開催案内を配布した範囲】 
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⑦ その他（浸水・洪水対策）
⑧ その他（用途地域の変更など）

技術的
助言

調理業務の用に供する床面積は、500㎡以内とすること。なお、調理業務の用に供す
る部分とは、調理場のほか、調理・配膳に必要な道具の保管庫、食品を保管する倉庫
及び給食の配送作業に必要な部分等を指し、調理に直接関係がない職員の事務室、備
品の倉庫及びロッカー等は含まないものとして扱ってよい。

対 応

〇調理業務の用に供する床面積は230.651㎡であり、500㎡以内である。

②建築物の規模
規則  調理業務の用に供する部分の床面積は、500㎡以内とすること

技術的
助言

第一種中高層住居専用地域、第二種中高層住居専用地域、第一種住居地域、第二種住
居地域又は準住居地域内における共同給食調理場を対象としている。一般的には、学
校給食センターと称されている。

対 応

〇用途地域は第一種住居地域であり、認定こども園内に設ける共同調理場である。
 ※規則及び技術的助言は「学校（幼稚園含む）給食を実施するために必要な共同給食調理場」
  が対象であり、保育所型認定こども園は対象から外れるが、本規則及び技術的助言を準用し
  て住居の環境の悪化を防止するために必要な措置を行う。

住居の環境の悪化を防止するために必要な措置及び対応
（規則第10条の４の３表第二号、R元.6.24付け国住指第654号 技術的助言）

①対象となる規模

政令

共同給食調理場（二以上の学校（法別表第二（い）項第四号に規定する学校に限
る。）において給食を実施するために必要な施設をいう。）で第一種中高層住居専用
地域、第二種中高層住居専用地域、第一種住居地域、第二種住居地域又は準住居地域
内にあるもの

⑤ 交通負荷
⑥ 交通安全対策

【審査項目】
① 対象となる建築物
② 建築物の規模
③ 騒音対策（室外機の騒音対策、ボイラーの騒音対策）
④ 臭気対策（作業場等について、排気口について、ゴミ置場について）
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   予想騒音：50.2dB
☆３ 現  状：45.0dB

   予想騒音：49.3dB
☆２ 現  状：45.0dB
   予想騒音：52.3dB

③−１騒⾳対策（室外機の騒⾳対策）

【真庭市における騒音規制法に基づく騒音の規制地域、規制基準等】
 第２種区域（第一種住居地域）の昼間の騒音規制基準：60デシベル以下
 第３種区域（準工業地域）の昼間の騒音規制基準  ：65デシベル以下

【現状の騒音測定結果と予想騒音計算結果】

☆１ 現  状：45.0dB

規則
電気冷蔵庫若しくは電気冷凍庫又は冷暖房設備の室外機を設ける場合においては、騒
音を防止するために必要なものとして国土交通大臣が定める措置（R1告示第190号）
を講じること

技術的
助言

室外機から発生する騒音対策として、R1告示第190号に定める措置を講じることとな
るが、具体的には、室外機に消音装置をつけること、駆動音が小さい室外機とするこ
となどの騒音の防止のために必要な措置を講じることが必要である。

対 応
〇冷蔵庫及び冷凍庫は室外機はない。
〇冷暖房設備の室外機は低騒音低振動型を選択し、周辺への機器の場所で60dB以下に抑えるよ
うに計画している。また、⻄側隣地の用途地域は準工業地域であるため第一種住居地域よりも騒
音の規制基準は緩和される。

冷暖房用室外機（12台）
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〇ボイラーを設けない。

④−１臭気対策（作業場等について）

規則

作業場は、臭気を除去する装置を設けることその他の臭気の発散を防止するために必
要な措置を講じること。
食品を保管する倉庫その他の設備を設ける場合においては、臭気が当該設備から漏れ
ない構造のものとすること。

技術的
助言

隣地への影響を考慮し、作業場には臭気を除去する装置を設けることとしている。
また、食品を保管する倉庫等を設ける場合には、臭気が漏れない構造とすることとし
ており、臭気対策として期待される効果を発揮するため、定期的な清掃や適切な維持
管理を前提としていることを念のため申し添える。

対 応
〇脱臭装置等は設けないが、運用として食品(食事)については⻑期保管することなく、１⽇に調
理する食材はその⽇に搬入し使い切る計画としている。
〇排水についてはグリーストラップを設け、適切な管理を行い、下水道へ放流する。

対 応

③−２騒⾳対策（ボイラーの騒⾳対策）

規則
ボイラーを設ける場合においては、遮音上有効な機能を有する専用室に設けること。
ただし、ボイラーの周囲に当該専用室と遮音上同等以上の効果のある遮音壁を設ける
場合においては、この限りでない。

技術的
助言

共同給食調理場にボイラーを設ける場合においては、遮音上有効な機能を有する専用
室に設けるか、専用室と同等以上の遮音効果のある遮音壁を設けること。

既設下水マンホールに接続

グリーストラップ位置
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〇排気口は隣地境界線から水平距離が４ｍ以上離れた高所である園庭側のハイサイドライトの位
置に計画している。

南立面図（２）

東立面図（２）

排気口

排気口

対 応

技術的
助言

隣地への影響を考慮し、排気口は、道路に向けて設けること。ただし、当該敷地内に
おいて排気口から隣地境界線まで4m以上の距離がある場合、その空地に向けて設置
することも可としている。
なお、排気口は、居室内の換気を目的として設けられるものは想定しておらず、調理
等により発生する臭気を排出するために設けられるものを想定している。

④−２臭気対策（排気口について）

規則
排気口は、道路に面するものとすること。ただし、排気口から当該排気口が面する隣
地境界線までの水平距離が4m以上ある場合においては、この限りでない。

緑色：換気ダクト
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対 応
〇ごみ置場は屋外へ設けるように計画しているが、密閉容器を施錠出来るゴミステーションに保
管する。

④−３臭気対策（ゴミ置場について）

規則
ごみ置場は、屋外に設けないこと。ただし、ごみを容器に密閉し、かつ、施錠して保
管する場合においては、この限りでない。

技術的
助言

発生する臭気による周辺環境への 影響を考慮し、原則、ごみ置場は屋外に設けないこ
と。ただし、ごみを容器に密閉し、かつ、施錠して保管する場合は、周辺への臭気の
発散が抑えられることから、屋外に設けることができる。この場合十分な容量の容器
とし、ごみが容器外に置かれることがないようにする必要がある 。
ごみ置場については、臭気対策として期待される効果を発揮するため、定期的な清掃
や適切な維持管理が前提であることを念のため申し添える 。

 
 

・施錠できるゴミステーション
・密閉容器を中に入れて保管
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⑤交通負荷

対 応
〇貨物自動車（給食搬出入車両等）の駐車及び荷物の積卸しの駐車場所については敷地内の一番
北側に設けるように計画しており、周辺への影響、園児への送迎の影響はない。

規則
敷地内には、専ら貨物自動車の駐車及び貨物の積卸しの用に供する駐車施設を設ける
こと。

技術的
助言

共同給食調理場の業務に必要な物品の搬入時における貨物自動車の路上駐車を防止す
るため、貨物自動車の駐車及び貨物の積卸しの用に供する駐車施設を設けること。
当該駐車施設は、区画されたものである必要はないが、貨物自動車の駐車及び積卸し
の用に供する駐車施設である旨の注意書きを記載した看板を設けること等により 、貨
物自動車が随時使用できるようにすること。
また、発生する交通負荷に対応するため、敷地の出入口は、交差点やバス停の近接部
等といった道路交通の支障となる場所や急勾配の道路等といった自動車の出入りが困
難な場所を避ける等、交通への影響が少ない場所に設けることが望ましい。

貨物自動車（給食搬出入車両等）の駐車及
び荷物の積卸しの駐車場所
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〇出入口周辺については空地となっており見通しは確保できており通行の安全な措置は講じられ
ている。
〇道路の見通しに支障を及ぼす恐れのある塀、柵その他の工作物は設置しない。

技術的
助言

いわゆる親子式（共同給食調理場が設けられている学校だけでなく、近隣の学校へも
給食を提供する方式）の共同給食調理場における交通安全対策として、当該施設が設
けられた学校の生徒等の動線と貨物自動車の動線とが交差しないようにすること。

対 応

対 応
〇園舎北側のみを共同給食調理場関係車両通行エリアに計画しており、敷地出入口についても車
両（給食調理関係車両、園職員車両、園児送迎車両）と歩行者（園職員、園児）の動線が交錯し
ないようエリア分けを明確にしている。また、車両の通行時間帯についても給食調理関係車両と
園児送迎車量は重複しません。

規則

敷地の貨物自動車の出入口の周辺には、見通しを確保するための空地及びガードレー
ルを設けることその他幼児、児童又は生徒の通行の安全上必要な措置を講じること。
道路の見通しに支障を及ぼすおそれがある塀、柵その他これらに類するものは、(ホ)
の出入口の周辺に設けないこと。

技術的
助言

また、貨物自動車の出入り口周辺には、道路の見通しを確保するための空地及びガー
ドレールを設けること。さらに、交通誘導員の配置や貨物自動車が通行する時間帯と
生徒等が通行する時間帯とを分離するなど安全上の配慮が必要である 。

⑥交通安全対策

規則
貨物自動車の交通の用に供する敷地内の通路は、幼児、児童又は生徒の通行の用に供
する敷地内の通路と交差しないものとすること。
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〇当該敷地については洪水浸水想定区域であり、規模L1において浸水深が1.18ｍと想定されてい
る。このため基礎形状等を検討し浸水深をクリアできる計画としている。
〇規模L2においては、浸水深が6.511ｍと想定されており、近隣避難場所は想定浸水区域内とな
るため、早期に保護者への引渡しを行い園児の安全を確保する。しかし、保護者への引渡しが出
来ない場合には、想定浸水区域外にある遷喬小学校へ早期に避難する。

⑦その他（浸水・洪水対策）

Ｌ１：河川整備の基本となる降雨を想定したもので、比較的発生頻度の高い水害に対する対策の基準

 おかやま全県統合型GIS Ｌ１ おかやま全県統合型GIS Ｌ２

規 模
標 高
浸 水 深
浸 水 標 高

建設候補地（ｍ）

【Ｌ１】 Ｌ１浸水標高：142.02、設計ＧＬ：142.04

【Ｌ２】 避難経路及び避難先

避難先：遷喬小学校

Ｌ１
140.84

1.18
142.02

Ｌ２
140.84
6.511

147.351

Ｌ２：想定し得る最大規模の降雨を想定したもので、より大規模な浸水に対する対策の基準

浸水ライン 浸水ライン
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⑧その他（用途地域の変更など）

〇計画敷地の第一種住居地域については、「真庭市岡山県立真庭高校久世校地 利活用基本方
針」で、農業、林業、産業、教育研究等の取り組みを計画し、令和7年度から事業の具体化に向
けた検討を進めるとしており、適正な土地利用と良好な市街形成を図るため、令和７年度から用
途地域の見直しに向けて協議を行い、令和９年度を目標に用途地域の変更を行う方向で検討して
いる。
〇真庭市では立地適正化計画を策定する予定としており、その計画を基に前述の計画も含めた真
庭市全体の用途地域の見直しについても検討していく。
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現況写真

(撮影位置図)
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現況写真
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⑤
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現況写真

⑥

現況写真

⑦

現況写真

⑧
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現況写真

⑨

現況写真

⑩

現況写真

⑪
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